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研 究主題

生きる力 をは ぐくむ問題解決的 な学習 の充実 と評価 の工夫

～気付 き ・考え ・事項す る活動 を通 して～

1研 究主題設定の理 由及び仮説

急速な社会 の変化や科学技術 の進展は、生活の利便性 を高 める一方で生徒や保護者、社会の

価値観の多様化 をもた ら し、その結果、生徒 の社会体験の不足、少子化 ・核家族化、人間関係

の希薄化 な どの現象 をもた らしている。最 近の生徒の状況 を見 ると、豊かな人間性の基礎 をは

ぐくむべき時期に、必要な課題解決へ の取 り組み必ず しも十分 に行われ ていない状況が見 られ

る。このような社会に生 きる生徒 に とって、時代 を超 えて も変 わ らない豊かな人間性 ををもち、

生涯 を通 じて社会 の変化 に主体的 に対応 し、 自ら課題 を見付 け解決す るこ とができる、た くま

しく生 きる資質や能力を身 に付 けることは極 めて重要 なこ とである。

しか しなが ら、生徒 の現状は、作業す るこ とは好む が 自ら生活 の中の問題 に気付 き、それ を

解 決す るために物事を じっく り考える学習 は苦手 である とい う傾 向も見 られ る

技術 ・家庭科は、従来か ら実践的 ・体験的 な学習 を通 して、生活に必要な知識 と技術 を身 に

付 け、現在及び将来にわた る実際 の生活の場 で、学習 した こ とが生 きて働 く力 として活用す る

実践的な態度 を身に付 けることをね らい と した教科で ある。そのため、生活 を営む上で生ず る

様 々な問題 に対 し、原因や解決策 を分析 し適切 に課題 を解決す る能力 、す なわ ち問題 解決能 力

の育成 は本教科の柱 となっている。

そ こで、本研 究では、次のよ うな仮説 の下、学習 した ことが生きて働 く力 となる よ う、問題

解決的な学習の充実 とそれ を支 える評価 の工夫 に焦点を 当て研 究主題 に迫 ることとした。

研 究 仮 説

「気付 き、考 え、実行す る」活動 を重視 した問題解決 的な学習 と評価の工夫 を行 うこと

によって、生徒が多様 な視点か ら課題解決 に取 り組む よ うにな り、学習 した ことが生 きて

働 く力 として身 に付 けるこ とがで きるであろ う。

11研 究の内容

1研 究の 目的

問題解 決能力 は生活の中では ぐくまれ る要素が大 きいが、技術 ・家庭科 のね らいで もあ る「生

活 において 自分 な りの工夫を行い よ りよい生活 を改善す るこ と」や 「学習 した事柄 を進んで生

活 の場で活 用す る能力や態度 を育成す る」 こ とと密接なつなが りがあ ると考 え られ る。 ここで

の生活は、 目常の生活、家庭 における生活 、学校 にお ける生活、地域社会 にお ける生活な ど様

々な生活の場 を想定 している。そ こで、生徒 の実際の生活 に結び付けた題材 を意図的 ・計画的

に取 り入れ ることで、生徒が学習の成果 を積極的 に生活に生かす ことができると考 えた。 その

際 、授業 の 中で様 々な課題 に 「気付 くこ と」、その解 決 のた めに 「考 え ること」 「実行す るこ

と」等の活 動が意図的 ・計画的 に展 開で きるよ うに し、生徒の生活 に生きる問題解決の力を育

てる指導方法 ・内容の工夫改善 と評価 の在 り方 にっいて研究す ることとした。
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2研 究の構想

技術 ・家庭科における

生きる力の育成

研 究 主 題

生きる力をはぐくむ問題解決的な学習の充実と評価の工夫

～気付き ・考え ・実行する活動を通して～

問題解決的な

学習の充実

気付 き ・考え ・実行す る活動

指 導 計 画 ・評 価 計 画

「技 術 ともの づ く り」・「情 報 と コン ピ ュー タ」

ミ

授業実践における評価

○診断的評価

1指 轍 の選択 ・決定

○形成的評価

指導計画の修正

整i理・補充指導

○総括的評価

補充指導
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3技 術 ・家庭科にお ける評価の在 り方

技術 ・家庭科では、多様 な評価要素 を含む活動 があ る。 例 えば、 「のこぎ りび き」や 「やす

りがけ」な ど、道具 の使い方 といっ た技能面の評価 とワー クシー トや 定期考査等 で把握 で きる

知識 面の評価 、さらには、製作にお いて創 意工夫す る力等が相 互に関係 し合 ってる ことが あげ

られる。生徒が技能面でで きた こ とと創 意工夫 との関係、 またそれ を裏付 ける知識 ・理解 との

関係を踏まえ評価す るため には多面的な評価 が欠 かせ ない。 そのため、各項 目に分けた観 点別

の評価 は、評価の基準 を明 らかに し、一人一人の知識や技能 、創意 工夫、知識理解の状況等 を

適切に判断す ることがで きるため、特 に重要であ る。 さらに、ポー ト・フォ リオや相互評価等

を取 り入れ 、生徒 自身が学習過程にお ける課題 の状況 を理解 し、新 たな学習の展開へ 主体 的に

取 り組む ようにす る といった、評 価 の積極的な活用 は、生徒 の学習意欲を高めるこ とに とどま

らず、指導者側 が指導上の課題 を把握 ・分析 し、解決の方策 を考 えるために も大変重要 な こ と

で ある。

(D「 観点別の評価」 を活用 し、生徒 の状況や指導 の工夫改善 を行 う。

観点別 の評価 においては、次の3種 類 の評価活動 を実践の 中で見直 し、評価 を よ り正確 に生

徒 の学習状況を把握 し、指導 に生 かす ことに した。(実 践例 は事例1・2の とお りである。)

① 診断的評価 ・・生徒 が、 どの程度 の学習経 験 ・生活 経験 を持っているか をアンケー トに

よ り事前 に調 べ、評価活動のべ一ス として、評価活動 に生か した。

② 形成的評価 ・・授業過程 の中で、間接的な評価 や ワー クシー ト等 を利用 して 、その時間

の学習 が定着 しているか、自分の考え以外 にも新 たな発想 はないか、つ ま

ずきへの解決策 はないかな どを確認 でき るよ うにす る。その際、 ポー トフ

ォ リオの利用 も考 える。

③ 総括的評価 ・・一つの単元や 学期末 ・学年末な ど、指導 の区切 りにまとめで行 う評 価 と

して、間接 的な評価 、定期テス ト、 ワー クシー ト等 を利用す る。 この こ と

で指導方法や 全体的な到達 目標 が妥当で あったかの確認 とつ まず きの状況

を確認す る。

(2)「 ポー ト・フォ リオ」 の活用 で指導法の改善 と生徒 の意欲 を高める。

カー ド形式の確認 シー トをポー ト ・フォ リオを利 用す ることによって、生徒が 自ら行 って き

た学習内容 を振 り返 るこ とがで きる。また、新た に製作 をす る時 、今まで考 えてきた過程 や失

敗 したことな どを参考 に しなが ら進 めてい くことが できると考 えた。

指導者側 も確認 シー トを利用す るこ とに よって、指導計画 の改善や 指導内容 を厳 選す るこ と

ができ、個 々に合わせ てた指導の充実 を図 る。

(3)「 間接的な評価」 を利 用 し、 自分の よさや課題 、友達 の工夫な どに気付 く。

ここでは、個人内評価 と相互評価 を 「間接 的な評価」 として考 えてい る。

個人 内評 価は、自分 が行 った学習 の確認 ・到達度 ・課題 を確認す る。生徒 による相互評価

は、 自分が行った学習を周 りの生徒 が評価 し、 自分 の考 えていた こととのズ レがないか を確認

す るための評価である。 ここでは、直接 に観点別評価 には結びつ いてはいないが、生徒 の主体

的 な学習 を推進 してい くことをね らい と してい る。
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4「 生きるカ」の育成 と 「気付 き ・考 え ・実行す る」活 動

(D「 生きる力」の育成 と学習活動

技術 ・家庭科 の 目標に 「生活 に必要な基礎 的な知識 と技術 の習得 を通 して、生活 と技術 との

かか わ りについて理解 を深 め、進んで生活 を工夫す る能力 と実践的 な態度を育 てる」 とあ る。

この教科は、単に技術や知識の習得 に とどま らず 、現在 か ら将 来にわたって生活 を積極 的 に

工夫 し改善を図る能力 を実践す るカ として育てるこ とをね らい としてお り、本教科 にお ける学

習が 「生 きる力」 の育成 と直接結び付 いてい るこ とを示 して いる。

その ため、生活 を踏 まえた実践的 ・体験的 な活動 を通 した問題 解決的な学習 は不可欠 で あ り、

その題 材開発 と指導の工夫 は指導計画 立案 の際の重要 な課題 となってい る。

下の図は生 きるカを身 に付 けるための学習活動 を表 したものである。

問題解 決的 な学習の 中に、 「気付 くこ と」 「考 えること」 「実行す ること」の活動 を取 り入れ

ることによ り、新たな課題 を発見 し、 さらな る学習活動 を繰 り返 しステ ップ ・ア ップ してい く

とい うスパイ ラルな構造の学習に よ り、 自ら学び、 自 ら考 え、主体的に判断 し、行動す る力が

身 に付 いてい くと考えた。 ここに評価活動 を加 えて い くことに よ り、学習 に臨む態度 ・向上 心

が一層 高まって いくと思われ る。 その際 、ポー ト ・フォ リオに よる評価 を取 り入れ 、3年 間見

通 した指導計画の下、学習や評価 を行 うこ とによって、個々の指 導(個 々に合わせ た学習活動

や指導内容)が しやす くな り、 自らの学習や成長の あと(各 学習活動 の項 目について)が 分 か

りやす くなると考えた。ポー ト・フォ リオ を用いるのには、指導す る側の利用 に とどま らず 、

生徒 自身が今 までの学習活動や 自分 自身が身 に付 けてきた力 を確認 しやす くし、次の学習活動

への意欲 を高めるこ とに適 しているか らであ る。

(2)「 気付 き ・考 え ・実行す る活動」 とは

生 きるカ

※この繰 り返 しが、生きるカ

につなが ってい くと考 える

次のステツプに倉

次のステップにQ
日

気付き ・・生徒 自身が気付 く

ヒン トを与えて気付 く

考え ・・生徒が試行錯誤す る

実行 ・・考 えを元に試 してみる

評価
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[気付 く]

技術 ・家庭科 において 「気付 く」こ とは、課題の解決 を取 り組む 中で、今 まで考 えていた こ

とだけでなく、新たな課題 を発見 しさらなる考 えをめ ぐらす こ とである。 例えば、 自分が考 え

て作った ものを新たな視点 か ら見直 した り、他人か ら意見 を聞 くこ とで、 さらに機能的 に改良

を加えた り、相 手に分 か りやす く伝 えた りす る方法 を発見 した りす るな ど、よ りよいもの を製

作 し生活 に生かす視点か ら学習に取 り組む きっか けにな ると考 えられ る。

そのためには、図1の よ うな生徒へ の働 きかけが必要であ る と考 える。

「気付 く」こ とか ら課題意識 ・思考力 ・判断力 ・表現力(知 識 ・技能の活用や応用 を含む)

への育成 につなが りさらなる課題解決への推進力 とす る必要が ある。

[考え る]

「考える」 こ とは気付いた ことを もとに、課題 を解 決す るための方策 を探 るこ とと した。

実際 に自分の考 えを図や表に表す と次へ の学習に具体的に結 び付け ることができる。例 えば、

は じめに、気付 いた ことを、 どの ように した ら解 決でき るかを考 え図に表 してみ る。 次に、考

えた解決策が実際に生 か され るかを確認す る。その後 、 どの よ うな方法 ・道具 ・機器 ・作業手

順で進 めてい くかを考 え、 よ りよく課題の解決ができ るよ うに思考を展 開できるよ うにす る。

この ことより、学習への主体性 が高 ま り、 さらなる能力 が生か され、学習への関心や 意欲の

一層の向上につ ながる と考 える
。

[実行す る]

「考える」ことを基 に して実際に実行 してい く。 この時、今 までの知識 ・技能を十分 に発揮

できるように道具 ・機器な どの使 い方 を確 認する。 その際、 自分の考えていたことが改 善 され

ているかを確認 しなが ら実行 してい くこ とが必要であ る。

この ことに より、学習へ の主体性 ・関心 ・意欲 の向上や 育成 につなが ると考 える。

図1

実行

藤

実行

教師側からの 生徒同士の情報交換 自分の生活してきた

ヒントによるもの ものの比較から 中などからのもの
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5技 術分野の年 間指導計画 と評価計画

(1)指 導計画の作成

本研究 の指 導計画 と評 価計画については、その主題 の視点 である 「気付 き ・考 え ・実行す る

活動」 を意識 した授業 を基本方針 とし、以 下の点に留意 して 立案 した。

1題 材については、生徒が 自らの生活 の中で問題を発 見でき るような ものとす る。

生活上の様 々な問題の 中か ら、技術分野 として解決 できる課題 を多 く含む こ とが らを題 材 と

し、生徒 が自ら問題 を発見で きるよ うにす る。

2学 習の流れ については、生徒が新たな課題 を次々に見いだす ような もの とす る。

一っ の問題 につ いて一つ の課題 を見付 け るだけでな く、問題 を解 決す る中でい くつかの課題

を新た に発見 し、発展的 に問題解決が行 われ るよ うな流れにす る。

3計 画 については、学年進行に合わせて段 階的に問題解 決能 力が高 ま るよ うな もの とす る。

それ までの課題学習 な どで身 に付 けた問題解決能力 を生か して次の課題 を解 決 できる よ う、

段階的 な題材の設 定を行い、3年 間 を見通 した指導計画 を作成 す る。

4内 容 については、生徒が互 いに気付いた ことを確認 し合える場面を設定す るもの とす る。

ものの比較 にお ける視点か ら、生徒 同士 が どのよ うな課題 を どの よ うに解決 してい くのか を

互い に確認 し、 自分 の課題解 決に生かす こ とができる場 面を盛 り込 む。

5教 師の指導 については、生徒が 問題や課題 に気付 きやすいよ う、その方法や内容 を工夫す る。

生徒が問題や課題 に気付きやす い よう、各授業 で行 われ る教師 の指導 について は、発 問内容

や指示の タイ ミングなどを工夫 す る。

⑥評価については、各観 点について客観的 な評価がで きるよ う工夫す る。

生徒の 「気付 き ・考え ・実行す る」活動 を客観的 に確認で きるよ う、ワークシー トや確認 シ

ー ト、カー ドな どを活用す る とともに、それ らを系統的 にファイル し評価を行 う(ポ ー ト ・フ

ォ リオ)と ともに、各観 点に沿 った評価ができるよ う内容構成 について も工夫 をす る。

・7一



(2)年 間指導計画と評価計画

①第1学 年
・1学 年では前半に「情綴とコンピー一タ」、後半にr技術とものづくり」を取り上げる。
・「技術とものづくり」の題材として「生活の中で雅もが欲しいと思う製品を設計しよう」を設定する。

・「情報とコンピー一タ」では基礎的な知識を身に付けるため、主に(1)一(4)の 必修項目を取り上げる。

指導計回 第1学 年

学

期

題
材
月
時
数

学 習 項 目 主 な 学 習 内 審 鯛囎 要

1 パ 4 z ウ ィンドウズの基本操作 ◎起 動 ・終 了.マ ウス ・キ ー・ボ ・一 ドの操 作 を習 得す る H(2)ア

掌 i ・ウィン ドウズ園面の概套、ウィンドウの操作を理解す B(3)イ

期 ソ る

ナ

ル 5 2 タイピング 。キーボー ドの配列とキーの役割 を知る B(2)ア

コ ・タイ ピングと文魯入力の技術を習得する

ン

ピ 10 アプリケー ションソフトの活用 ・課題を殴定する B(2)イ

ユ 6 ・アプリケーションソフ トのコマン ドと槻能を理解する B(3)ア ・

i (ワ ー プ ロソ7ト ・薮 計算 ソフ ト ・ イ

タ 7 図形処理ソフト・園像処理 ソフトなど)
一 を ・ソフ トウェアを操作する

2 知 9

学 ろ 3 パソコン基礎知搬 ・ハート'躯7と 刀 トウェ7に つい て理 解す る B(2)ア ・

期 う ・パ 狽 ンの5大 機能 と'亀一ト0ウ1)の役割 を知 る イ
・ソ7Fhx7の 稜 頬 と用途 につ いて 知 る B(3》 ア

10

1 生活 とコ ン ピュー タ ・コ ン ピュー タの 歴史 を知 る 8(1)ア ・

・情紐 の 取 り扱 い、檀 利保 護、 コンビ1一タと狐 罪、コンピュータ イ

と健康について脅える

4 イン9一 ネッ トの活用 ・インター初 トの 利用 形態 につ いて 知 る B(4)ア ・
・プラウザソフ トの樋能を知り操作を習得する イ

ii ・URL 、 ア ドレス 、キー ワ ー ド検 索を理解 す る
・Mabペ ージ で検 索す る

生 2 わた したちの生活 と技術 ・技術の発運 とわたしたちの生活や産粟の変化の閨係を A(1)ア

活

の

理解す る

中

で 12 z 身の回りの製品に必要な嬢能と ・身の回りの製品に使用されている材料の特徹について A(2}イ

雄 構遭 まとめる

も ・身の回 りに必要な機能と.使 われている構造について

が まとめ る

欲
3 し i 6 製作品の般計 ・作 りたい製品を考え、図にかいてあらわす A〔2)ア ・

学 い ・使 用 目的 ウ

期 と ・使用条件

思 z ・全体の大きさ

う ・材 料

製 ・構造(接 合方法)

品 ・機 能

を

詮 3 3 材料加工の方法 ・製作に使用する工具や憐器の使い方や仕組みについ A(3)ア

計
し

よ

て、加エする材料との関係か らまとめる A(4》 ア

う

全35単 位時間

週時数:1単 位時間

眼 点 別 評 価 規 準

開心 ・意欲 ・螂度 工 夫 ・創 造 技能 知繊 ・理解

・ハ'ツコンに 興味 を もち、意 欲的 ・パ ソコンの基 本 操作 、ウィンドウズ

1二基本操作を習冊しようと

している(観 察)

画面 の概 要.ウ ィンドウ操作 を理

解 して い る(ペ ーハ㌧テスト)

・的確なタイピングがで ・キーホ㌔ ドの 配 列 と役 割 につ い

きる て理 解 して いる(へ㌧パーTzN

(観無)

・アブ肪一ションソ,トの 特徽 と利 用 ・7プ リ栖 ションソ升の 特長 を生 ・目的に添ったを作晶を

について閥心をもち.意 欲的 かし、課題をより効串的 作成することができる

にソ7ト の操作に取 り組 も にこなすことができる (作品)

うとしている(観 窯, (1@'#・作 品)

・パソコンの基礎知澱に対し関心
、

・パソコンの基礎知塩について理

をもち.積極的に発言しよう 解 して い る(ペ ーパ ー予λD

としている(醍 察)

・コンピ ュータの歴 史 .情 穀 の取 り

扱い.犯 罪.髄康等について理

解 して い る(ペ ーパー予スト)

'1>4-#7F1_BB心 を持 ち、意 欲 ・目的に添った帽綴収 ・イン9-#yFの 活用 や 利用形 愈.

的 にイン,一專7トの操 作 に取 り組 集.処理発償ができる プラ4N'Y7Fの 櫨 能 。検 索 方法 に

もうとしている(観 察) (観察) ついて理解 している

(へ㌧パ →スD

・技術に興瞭を持ち、意欲的
・ものづくりや情紐枝術が果

に授粟に取 り組んでいる たす役割について理解し説

(ワーケシート・観 察) 明 で きる(へ'-n'-ixF)

・製品の機能や構造、材料の
・製晶の搬能や構造、材料の

特微についてmぺ 、まとめ 特徽について理解 し説明で

てい る 〔ワーケシーf> き る(へ㌧'、㌔ テzN

・自分の設計に慧欲的に取り ・自分の生活に必要な製品 ・構想を図で我す ことが ・製晶の使用 圏的と条件を説

組 ん でい る(ワーケシーF) を自分なりに工夫 し製作 で き る⑰一ケシーF) 明 でき る(ワ ーh'r-F)

・他者のラフプランか ら.自 している ・製晶の構造や機能について

分の構想に生かそうとして (ワークシ・卜) 説 明で き る(ワーケシート)

いる(7-7シ ーｺ)
・他者の設計について進んで

意 見 してい る(ワーケシート)

・工具や機器の仕組みについ ・材料我や工程表 を作成

て調ぺ、まとめている す ることができる

(7一クシート) (ワーケシーP

-

oo

-
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②第2学 年
・2学 年では、i年 時に身に付けた基礎的な知臓を踏まえて発展的な学習活動を行う。
'「情紐とコンピュータ」では題材としてr自分の考えを表現しよう」を股定する

。
'「技術とものづくり」では題材としてr生活の中で雅もが欲いと思う製品をつくろう

」を設定する。

指導計圃 第2学年

宇

期

題

材
月
時

数
学 習 項 目 主 な 掌 習 内 容

掌田櫓導要組

の項目

i 生 4 18 製作 ・工具や機盤 を逼切に使用し、製作品を製作する A(3)イ

学 活 ・けが き

期 の 5 ・切断

中 ・部品加工

で 8 ・組 み 立て

維 ・蟄装

も

が

7

2 欲 9

学 し

期 い 10

と 1 製作のまとめ ・作晶発表会を行い、お互いの作晶を評価し合う A(3)イ

零
つ

製

品 11 1 これからの生活と技術 ・技術の使い方と環境.資 題.エ ネルギーの関係に A(t)イ

を ついて調べ.こ れからの望ましい技術の在 り方に

つ

く

ろ

ついて脅 える

う

自 1 導入 ・情報 を伝えるメディアを知る B(5)ア

分 。プレゼンテー%3ン の意騒を理解する

の

奢

・パワー*イ ントの特懲を知る

え z 課凹の設定と構想 ・課題(何 をプレゼンするか)を設定する e(6)イ

を ・プレゼンの手順と作品の櫓成を考える

表 ・考 え をワー ク シー トにま とめ る

現

し 12 7 制作 ・手顛に沿って課題 を制作する B(2)ア ・イ

よ ① 基 本操 作(画 面 ・ッ嘱 パー・テンプ レート・保 存 ・終 了) B(3)イ

3 う 1 ②文宇要集の入力(入 力・編集・書式・背景》 B(5)イ

学 ③ 図 のfm入(線 ・矢 印 ・図形 ・編餓 ・色 ・立体)

期 z ④ ク リッ プアー トの利 絹(ワード7-}・ 画像 ・7ニメーション)

3 閥題の発見と謀題の修正 ・制作途中の作晶を報告 し.亙 いの作品の問題点を B(2)ア ・イ

醸認する B(3)イ
一 ・作晶の修正を行 う B(5)イ

3

2 学習のまとめ ・髭殺の計画を立てる B(5)ア ・イ

・作晶を発薮 し.互 いに評価をし合う
'学 習 遇動 を振り返y 、学 んだことをワークシー ト

にまとめる

全35単 位時閻

迎時数 二1単 位時闇

観 点 別 評 価 規 準

関 心 ・意欲 ・態 度 工夫 ・創造 技能 知搬 ・理解

・よりよい作品に しようとし ・目的や条件に応 じたmエ ・材料や加工箇所に適 した ・基本的な工異や機器の名

て い る(観 察 つ一ケシート} 法を工夫 している 工具や搬器を利用し、材 称や使用目的.使 用方法
・安全に留意して作粟に取 り (観 察 ・ワークシート) 料取 り、部晶加工、組み を理解 している

組んでいる(観 察) 立て、接合、仕上げを行 (へ㌔パ ー7スD

うことができる

(観 票 ・作品)

・自分の掌習成果をま とめ、

発毅しようとしている

《ワーケシ十 発 表)

・生活の中で利用 している枝 ・身 の回 リの 生活 の 中で 、 自 ・技術の発達が環境、資濁

術が.エ ネルギーや資葱の 分が工夫で きる瑠境保全や 及びエネルギーに与えた

有効利用及び環境の保全等 資源の方法を考 えてまとめ 影響について脱明する

に与えた影響 の例を挙 げま る(ワーウシート・発 表》 (ワーウシート)

とめて い る。(7-hシ ーD

・プ レt・ンに興 昧 を持 ち.意 欲
・摘 報伝 達方 法、 プレゼンの

を持r♪て制作に融 り組もう 意嚢を理解 している

と してい る(観 察 ・レダート) (レホ㌧ 卜・へ'-n'-Txf)

・プレゼンの 手 頃 を工夫 し、 ・適切な課題設定とプレゼン

相手に分か りやす く構成 す の手順・構成ができる

る ことが で きる(ワークシーF) (ワーウシート)
■

・目的に応 じて ソフ トの搬能 ・適 切 な ソフ トウ=【アの 操 ・ソ7ト ウ ェア の操 作 方法

を工夫 し.よ りよい作晶を 作ができる に蘭する知繊 を身に付け

制作しようとしている (観察) て い る(へ㌔パ イ λD

(観康}

・問題点を見付け.よ り適切

な薮現に修 正することがで

き る(作 品 ・ワーケシート》

・穣極的に学習成果 を発表 し ・正しい寂現ができている

ようとしている(兜表》 (作品)

・友還の作 晶に関心をもって

評価 しようとしている

(評価表》



③第3学 年
・内容A(4)で は、生徒がエネルギー変換について稠ぺ、自分で考えた動きをする作品を製作をする。
・内容B(4)で は、電子メールでの情報交換を体験し.そ の効果的な利用方法について確認する。

指導計圃 第3学 年

学

期

題
材
月
時

数
学 習 項 目 主 な 学 習 内 審 叢替謝導

1 4 1 電気エネルギーの変換と利 ・竃気エネルギーの変換 と利用について訓べる。 A(8)
用

学

期 2 簡巣な電気回路の製作 ・簡単な電気回路の仕組みや櫓成について調べ、簡単な電気 A(4)

5 回路を製作す る。

2 &t気 エネルギーの利用 ・電気工ネルギーの利用 Aく5)

6 (簡単な実験とまとめ) 勒力、光、熟への変換について実験 して調べる。

情報伝還への利用について奥験 して四ぺる。

} 動きを伝える仕組み ・動きの伝達について調ぺる Aく5)

(簡単な爽験 とまとめ) ・動きを伝える仕組みについて奥験 して調べる。

リンク装置やカム装置など

7 2 冠気エネルギーを利用し ・目的に含 う動 きの仕組み、使用する郁品を検討し.作 晶を A(5)
た、鋤 きのある作品の設計 股計する。

2 9 3 電気工ネルギーを利用し ・自分の短計に墓づき作品を製作す る. A(5)

期 た、動きのある作品の製作 ・動きが般計どお りに行かない場合は、原因を調べ、修正や
io 調翌を行 う。

1 学習のまとめ ・製作晶動かし、自分の考 えた目的に合 う動きか確認する。

11 1 電子メールの仕総みと利点 ・竃子メールと今までの憧轍伝運手段(手 紙や電話など)の

巳

違いと、電子メールの利点について知る。

2 校内LANを 利用した電子 ・校 内LANを 利用 して 、実際 に メール の送 受信 を行 う。

12 メールの送受惟 ・電子 メー ルの 内 容 につ いて 考え る
.

3 1 i 電子メールを送信するとき ・電子メールを送信するときの注意点について知 る。
の注意点

掌

期 2 1.5 情報伝遼の問題点 ・様々な情報伝逮のそれぞれの利点や問題点について考え、
電子メールをさらに効果的に利用する方法を確認する。

3 学習のまとめと製作 ・学 習 活動 を撮 り返 り、学 ん だこ とを ワー クシー トにま と

め る 。ま たそ の ワー ク シー トを、校 内LANを 利用 して 提

出する0

全77,5単 位 時間

週時数:1単 位時間

観 点 別 評 価 規 準

関心 ・意欲 ・態度 工夫 ・瑚造 技能 知織 ・理解

生活で利用している電機製晶
について考 えている.

(ワークシー ト)

電気機器が、どのような
エネルギー変換を利用し

ているか分類できる。

躍気エネルギーの変換 と実

際の利鯖方法にっいて説明
できる。(観 寮)

積極 的に 作菜 してい る。

(ワ ー クシー ト ・眼 寮》

道 具の 使 い方 が適切 か つ
H{1的 で あ る。 く観 寮)

ラz4で 。導 通 ・絶縁 検 査が

で きる。(観 察)

回路 の構 成 や仕 組み.導 通
・絶総 につ いて 説明 で き

る。 ω一物 一ト・醐

実 験に稿 糧的 で あ る。

(ワ ー ク シー ト ・観 寮)

生活で利用している電気製品を

例として挙げることができる。
(ワークシー ト}

実験 が手 際 よ くでき る。

(観 察 ・ワー クシー ト)

動 力 ・光 ・熱 への 変換 、情

嬢伝 還へ の利 用 につ いて 説

明で き る。 ⑰一クシート・闘}

実 験に積 極 的で あ る。(ワ ー

クシー ト ・観票)

動きを伝えるしくみが笹われて

いる例を挙げることができる.
(ワークシー ト》

実験 が 手際 よ くでき る 。

(観 察 ・ワー クシー ト)

動きを伝 える仕組みにっい

て説明できる。

aaatに 積極的で柵想 を複敷脅

えている。(ワ ークシー ト}

自分の構想に逼 した設計ができ

る。(ワ ークシー ト)

utstを 図 な どで分 か りや

す く衷 す こ とがで き る.'

(7-hi-F)

装 猛の 動 き を理 解 して い

る。(ワーケシート・試ω

自分の設計に合わせた作品を
製作しようと している。作漿
に積極的である。(QB・ワ→r

卜》

作桑1ニ工夫が見られる。(麗)

作菜の効串化を図っている。
(観察)

道呉の使い方が適切かつ

効率的である。(ワ ーク
シー ト)

各部の動きを説明できる。

(ワー クシー ト)

作品が構想どおりの動きをする

ための隅整の方法など工夫して

いる。(観 繋 ・ワークシー ト}

自分の構想どお りの動き

をするように調監や修正
ができる。(観 察 ・ワー

クシー一ト}

電子メール と,他 の情報伝違
手段について考えている。

(ワークシー ト)

メールソフトの設定が正

しく行える。(観 繋)

メール ソフ トの設定を説明

できる.

電子メールの利点を脱明で
きる。(ワーウシ+訟 験)

積極的に電子メールの送愛信

を行おうとしてい る。
(観察)

電子メールの文摯にわか りやす
い工夫がある(観 察)

電子メールを正しく送愛
信できる。(観 察》

電子メールの正しい送愛信
の方法とわかyや すい内容
の在 り方 を理解している。

(ワークシー ト・試験》

分か りやすい文章を心掛けい

る。(ワ ークシー ト)

電子 メー ル の文 童 にわか りやす

い工 夫 があ る。(ワーhi-F)

電子 メールの送慣時の注意
点を鋭明できる。

(ワークシー ト・試験)

情報伝達の利点や問題点につ
いて考えている。

学習内容を今後に生かそうと
いている。

惰轍伝達の問題点について改善

点を指摘できる。

情級伝達の利点と問題点

及びその改善点をまとめ

る二とができる。(ワ ー

クシー ト)
・自分の考えを.蹴 子メ
ールを利用して レポー ト

として提出できる。(ワ
ークシー ト)

情轍伝遠の利点と問題点及
びその改善点を説明でき

る。

(ワークシー ト・試験)

1
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6「 気 付 く」 ことに重点を置 いた指導例

[事例1]「 技術 とものづ くり」製作品の設計

(・)題 材名 匡 活の中で誰 もが欲 し・・と思 う製 品を設計 しよ う

(2)題 材設 定のね らい

ここでは 、生徒 が自らの生活 の中で間題 を発見 し、解決 に向けて課題 に取 り組むこ とがで き

るよ う題 材 を工夫 した。授 業では、製 作品の設計段階 の指導に 「気付 く」場面 を取 り入れた授

業 を計画 した。製作品の設 計の学習では、使用 目的、使用条件 、全体 の大き さ、材 料、構造 、

機能な ど、製作段階 の基礎 となる学習内容であるため、教師主導で授 業が進む ことが多い。 例

えば、生徒 の設 計に対 し、「この形の方が機能的で使 いやす い」 と指導することであ る。 しか

し今回 は、 「この形 で使 いやす いだ ろ うか」、 「教科書や実物を見て調べては どうか」 とい う問

いかけ型の助言 を行 うことに した。また、質問や相談 の時間を多 く設定 した。このことに よ り、

生徒が問題 を発 見 し、解決に向けた課題 に気が付 きその解決に取 り組 む中で、 さらに自分か ら

次の課題 を発見す るよ うな発展的な学習 となることをね らい とした。

検証授 業で は、他 の生徒 の設計 を観察する学習 を取 り入れた。 自分の作品にはないよさや お

互 いの設計上 の問題点 を発見 した り、問題 の解決策につ いて意見 を交換 した りす ることで 自分

の作品に修正 を加 えた り、友達の設計の よい ところを認める ことができることをね らい とした。

生活 に必要 なものを自由に設計 ・製 作することは、作品 を自分の生活に生かす こ とができ る

ため、 ものづ くりを通 した問題解決能力の育成 にっなが るとともに、家族や友人等人 とのかか

わ り方 に もよい影響 を与えることができ ると考 えた。

評価 に関 して は、 「関心 ・意欲 ・態度 」の評価 につ いて多 く検討 した。 この項 目が問題解 決

学習 の重要 な項 目であるか らであ る。授業 の中では、生徒が実際に記入す るカー ドを用い、使

用枚数 ・内容 の具体性 ・的確性 な ど評価 の観点 として取 り入れ た。

(3)診 断的評価

生徒 の もの づ く りの経験 ・学習経験 ・生活経験 を調べ るアンケー トを行 った。小学校 の図画

工作、生活科 の時 間な どで、作業 を経験 している生徒 が多い と考 え られ るが、オ リジナル な作

品を製 作 した経験や道具の使用経験 な どを調 べてお くことが 、指導計画 を立てる上で重要で あ

るか らである。

アンケー トは、は じめに木材 ・金属 ・アク リル板 を使 って作品 を製作 したことがあるか質 問

し、 「あ る」 と答 えた生徒には作品名 を書かせ た。 これ によ り、木材での作品製作 の経験 は多

くあ り、ア ク リル板での作品製 作の経験は ほ とん どないことが明 らか になった。次 に、木材加

工に使 用す る道 具につ いての使用経験 にっいて質問 した。 多 くの生徒が 「かんな」 による作業

の経験 に 「ない」 と回qし ている。最後に、オ リジナルな作品 の製 作経験につ いて質問 した。

結果か ら、 ものづ くりの作業の経験はあるが、自 ら設計 し製作 まで を一貫 して行 う製作経験 は

少 ない こ とが明 らかになった。とくに、自分 で設計や製作 を何 度 も経験 している生徒は少な く、

設計段 階 にお いて様 々な問題 に気付 きなが ら、 よりよい設計にす るとい う経験は少 ない と思わ

れ る。

以 下 に、 ア ンケー トの結果 を示す。
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アンケー ト集計

「技術とものづくり」アンケート集計結 果

木材を使って、製作したことがありますか。

何回もある数回ある1度 もない 計
84 279 22 385

22% 72% 6%

本棚 、写真立て、パチンコ、ライトスタンド
ミニチュアの家、鳥の巣箱、いす 、貯金箱、ゴミ箱

問2金 属 を使って、製作したことがありますか。

何回もある 数回ある1度 もなし

13111612531382

3覧30%66%

レー ト、針 金 で自転 車 、七 宝焼 き

アクリル板を使って、製作したことがあ

何回もある数回ある1度 もない 計
s 40 327 373

2% 11% 88%

プラモデル、しおり、箱

問4の こぎりのを使ったことがありますか 。

何回もある 数回ある1度 もなし 計

22411491121385

58%139%13%

問5糸 のこ盤 を使ったことがありますか。

何回もある 数回ある 度もなし

15711241261307

51%140%18%

問6か んなを使ったことがありますか。

何回もある 数回あるi度 もなし 計

2117512881384

5%20%75%

問7き りを使ったことがありますか

何回もある 数回ある1度 もなc計

184{181{181383

48%147%15%

問8く ぎ打ちの経験はありますか。

何回もある

248

say

122

32%

1度 もなし 計

161386

4%

自分で設計し、材料を購入して製作し

数回ある 1度 もなL' 計
21 89 273 383

5%
,

23% 71%

問1木 材を使って、製作

したことがありますか?

1度 もない

6%

数 回ある

72鷺

何 回もある

22瓢

問3ア クリル板を使って、製作

したことがありますか?

何 回もある 数回ある

li%

1度 もない

88X

問5糸 のこ盤を使った
ことがありますか?

1度 もない

8%

騨 ㊥ 何騨・

問7き りを使った
ことがありますか?

1度 もない

5%

騨㊥ 何騨

問2金 属を使って、製作

したことがありますか?

何回もある

3%

1度 もない

ssz

数回 ある
3096

問4の こぎりを使った

ことがありますか?

7度 もない

3%

騨 ㊦ ・囎 ・

問6か んなを使った
ことがありますか?

何回もある
5%数 回ある

鋳2眺
i度 もない

75%

問8〈 ぎ打ちの経験
はありますか?

1度 もない

数回ある
32%

問9自 分で設計をし、材料を購入して

製作したことがありますか?

i度 もな い

six

何回もある

数回ある
23%

何回 もある
64X
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(4)授 業実践展開例

[技 術]分 野 内容[A技 術 とものづ く り]学 習指導案

[技 術]分 野 内容[A技 術とものづくり ユ学習指導案

主 題 生きるカをはぐくむ問題解決的な学習の充実と評価の工夫 ～気付き・考え ・実行する活動を通して～

第[10]時/全[351単 位時間

指導内容[製 作品の設計]

本時の目標(i/35単 位時間)

①

②

③

他の作品(設 計)を 観察する中で、自分の作品にない良さに気付かせる。

自分の作品に生かせるものに気付いたときは、自分の作品に修正を加え、設計をよりよいものにする。

作品のよいところ(ア イディア)を 共有する意識をもたせる。

研究主題との対応

技術とものづくりの授業を通して、

① 生活の中で問題を発見するカ

を身に付ける。

②自ら問題を解決する方法を考える力 ③自ら問題を解決するために実行する力

指導計画(製 作品の設計、製作の準備)

・製作品の設計…5単 位時間ま騰 堕臆

① プ リン トno.5

② ③ プリ ン トno.6

※ レポー トno.5・6

④ プ リン トno.8

「設計、制作方法の検討」

※使用目的、使用条件、全体の大きさ(材 料の厚さ)、 材料、構造(接 合方法)、 機能(仕 組み)

「自分だけの作品を設計しよう」

「ラフプラン;立 体図、部品図、材料表(予 算見積もり)、 」

※工夫するところなどを図に書き込む。

「構想決定:組 み立て図(立 体図、部品図、木取り図、材料表)

・製作の発表 ・修正…1単 位時間(本 時)

生徒同士の意見交換

本時の展開

分 学習内容 学習活動 教師の指導 評価活動

導 10 ・本時の目標の確認 ・教師の説明や板書により、本 ・本時の目標を確認する。 ・他の設計を見ること、自分の設

入 ・発表会の手順の理解 時の目標と発表会の手1順を確 ・カー ドの 使 い方 を カー ド 計を見せることに積極的であ

認 す る。 の拡大図を示し、説明す る 。

・自分の ラ フプラ ン、 部品 図 、 る 。 (観察)(関)

材料表、製作図を見やすく並 ・見やすく並べるように場

べ る。 所を指定する。

展 35 ・発 表会 ・提示された発表物 ・提示された発表物の確認 ・カー ドを多 く使 用 してい る。

開 ・各自見学 ラ フプ ラ ン、部 品 図、材 料 補足をする。 (カ ー ド)(関)

表.構 想図 を各 自見 て 回 り、 ・カー ドの 内容 につ い て、 ・カー ドに、 分か りやす く適 切 な

Goodカ ー ド、質 問 カー ドに必 カー ドを確認させながら 意見を記入している。

要事項を記入する。 指導する。 (カ ー ド)(工)

・具体的内容を記入できる ・使 用 目的 、 使用条 件 、全 体 の

・修正 した 内容 に関 して、修 正 ように例を示し指導す 大きさ.材 料、構造(接 合方

カー ドに配 入す る。 る 。 法)、 機能について質問、評価

して いる。(カ ー ド)(技)

・使用目的、使用条件、全体の大

きさ、材料、構造(接 合方

法)、 機能について具体的に記

入 してい る。 〔カー ド)(知)

各自カー ド内容確認 ・各 自、 自分の 作 品へ の カー ド ・カ ー ドの読 み取 り状況 の ・質問カードへの答を考えてい

を読 み 、検 討 す る。 把握するとともに必要な る。(観 察){関)

修正 ・他の設計を参考に
、自分の作 ものに助言するため、机 ・他のよいところを自分の設計に

品に修正を加える。 間指導を行う。 生かそうという態度が見られ

る 。

(観察 、 カ ー ド)(関)
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設計の修正 ・他の設計を参考に、自分の作 ・指摘された箇所を確認で ・他のよいところを自分の設計

品の見直 しを行う。 きるよう時間を設定す に生かそうという態度が見ら

る 。 れ る。

(観察、 カー ド)(関)

・他のよいところを自分の設計

に生かす工夫をしている。

(カー ド)(工)

・他のよいところを生かした修

正案を明確に衷している。

(カー ド)(技)

カー ドの内容説明 ・質問事項、設計変更点につい ・質 問 に対 して 、分 か りや ・他の生徒に理解しやすいよう

て、全体に発表する。 すく説明できるように事 に説明している。(発 言)

前に説明をする。 (関)

・変更点を分かりやすく説 ・図や、実物を使うなど工夫が

明できるように板書や助 見られ、分かりやすく答えて

言で促す。 い る。

(発言}(工)

・理 論 的に説 明で きる。

(発言)(技)

ま 5 ・意 識カ ー ドへ のま と ・意識カー ドに気付いたことな ・他のよいところに気付く ・意 欲 的に記 入 して い る。

と めの記入 どを記入する。 よ うに促 す 。 (カー ド)(関)

め ・カ ー ド提 出 ・他の設計を見て気付いた ・友達の作品のよいところに気

ことを 記入するように 付き具体的に紀入しているD

助 言 す る。 (カー ド)(技)

O評 価の観点と方法

・ 他の作品(設 計}を 観察 し、自分の作品にないよさに気付いたか。→カー ドを使用枚数。カー ドの内容(具 体性 ・的確性)
・ 自分の作品に生かせるものに関しては

、修正を加え、自分の設計をよりよいものにしたか。→カー ドの内容(修 正は的確性)
・ 作品のよいところ(ア イディア)を 共有することが

、大切であるという意織がもてたか。一カードの内容(具 体性 ・的確性)

O授 業で使用するカー ドについて

A.Goodカ ー ド(桃 色)… 自分では思いつかないよいアイディアであると思ったときに使う。

自分と同じでも、よいアイディアであると思ったときに使う。

B.質 問カー ド(水 色)… 図やプリントの説明だけでは分かりにくいところを説明する必要があると思ったときに使う。

気になる部分の説明してほしいと思ったときに使う。

C.修 正カー ド(緑 色)… 友達のアイディアを見て、自分の案を修正したときに使う。

D.意 織カー ド(黄 色)… 友達の作品を見て、気付いたことなどをかく。(ま とめに使う)

A Goodカ ー ド

さん

あなたの設計の

のところが

とって も 、Goodで す 。

()番 氏 名

B 質 問 カ ー ド

さん

あなたの般計の

の

ところを、説明してくれませんか?

()番 氏名

C 巾参正 カ ー ド

さんの設計を見て

自分の ～ を
と

い うよ うに修正 しま した 。

()番 氏名

①友達の作品を見て、気付いたことを書いてみよう。

②友達の作品を見て、自分の設計 ・製作に対する気持ちの変

化を書こう。

( )番 氏名

板書事項

設計の発表会

O本 時の目標(上 記}

O机 上に置く物…ラフプラン、部品図 ・材料衷、製作図

(キャビネット図または等角図)

O観 察するポイント…使用する目的 ・条件、大きさ、

形、構造(接 合方法)機 能、設計全般、その他、

※具体的にカー ドに記入する

Oカ ー ドの使い方(上 記)
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◎ カー ドに記入 された主な内容 と考察、及 び評価

A「Goodカ ー ド」

ア 主な意見

使用 目的…整理棚のプ リン トを しま うところ細 くなっていて整理 しやすい

形 …全体の形、 しき りの形、形がユニーク。側板 の形が、バスケのユニホームの ところ。

構造(接 合方法)… ふた。 二段の ところ。 ち ょうつがいの使 用。 キャスターの使 用。ペ ン

立てがまわ るところ。本立て がス ライ ドす るところ。

機能…物 を置 くところが3っ ある。 しき り。 使いやすそ う。

設計全般 …図のかき方。 図の分か りやす さ。 考 え方。 デザイン。 工夫 され ていて本格 的で

ある。 シンプル。板の厚み が正確 に設計図に書 いてある。細 かい ところまで設

計図にかいてある。

その他 …い ろいろな部 品を使お うとしている。 こんな作品 がほ しい。発想 がす ごい。

イ 考察

使用 目的や条件 に合った機 能 ・構造 とい うよ りも、材料 を多 く使 う複雑 さや側 板や仕切 り

板 のデザイ ンの形 など、 目に見える工夫に興味 を引かれた意見が多い。 また、動 く機 能 を持

った作 品に も関心が高い。分か りやすい設計図の評価 が高い。

㌔欝
謹二二濃三斐孟 ぎで漏

【授業の様子1】 【授 業の様子2】

B「 質問カー ド」

ア 主な意見

使用 目的…何を しま うのか。何 に使 うのか。

使用条件…プラモデル を入れ るのに どうして この形 なのか。

材料 …棒は何 に使 うのか。

構造(接 合方法)… ふたの付 け方。図の しき りの形 と付 け方。 図の、 この部分 は何 か。背

板 と底板 のす きまをなぜあ けるのか。 ど うや ってくぎで付 けるのか。 四

角い穴(ほ ぞ穴)の あけかた とあける意味。 図 をもっ と詳 しく描いてほ

しい。

機能 …鉛筆 と、 リモ コン立てが一緒なのはなぜ か。 なぜ キャス ター を付 けるのか。カセ ッ

トはどこにしま うのか。なぜ 、本立てを動 くよ うに したか(ス ライ ド本立 て)。
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丸い2つ の穴は、何 のためか。

設 計全般 …側板の形、なぜ こんな形 なのか。

そ の他…製作図が、等角図に もキャ ビネ ッ ト図に もなってない。図 の点線 の意味は何 か。

図 は定規 を使 って きれ いにかいてほ しい。0.5cmと は何 ですか。 図が分 か り

に くい。

イ 考察

図 を うま く表現 できない生徒 の作品 に質問が集 中 したが、その一方で質問 してい る生徒

も図 を読み とる力が不足 しているこ とが分かった。 また 、生徒 自身の説明が不足 してい る

こ ともあるが、 「使用 目的が不明」 とした者 も多い。構 造 に特 徴が ある生徒へは、 よ り詳

しい説明を求める意見が多い。

C「 修正カー ド」

ア 主 な意見

大 き さ…背板 をコンパク トに した。

形 …側板 の形 を変える。

機能… しき りを動 くよ うに した。 ロー ラーを付 けることに した。

そ の他…いままで、アイデ ィアが思 い浮かばなかったが、本 棚 に決 めた。

イ 考察

側板の形を工夫 した方が よい と気付 いた生徒が多かった。 しか し、側 板の工夫 は、見た 目

だ けでな く、中身 を取 り出 しやす くす る とい う機 能 を持 たせ る意味 もあることに気付いた生

徒は少 ない。 また、 しき りを動かせ る よ うに設計を変更 した生徒 もいた。

D「 意識カー ド」

ア 主な意 見

① 「友達 の作品 を見て、気付 いた こ とを書いて

み よ う。」

工夫 して いる。 自分では思いつ かない ことが

あった。 見やす く書いてい る。 図 を見や す くか

こ うと思 った。 みんなの作品 を見 て よか った。

一人 一人違 うと感 じた。 ユニー クな作品があっ

た。

② 「友達 の作品 を見て、 自分 の設計 ・製作に対

す る気持 ちの変化を書 こ う。」

仕切 りや側板 を工夫 しよ うと思った。今度か

らもっ と分か りやす い図をか こ うと思 った。

構 造 を工夫す ると 「みんなが ほ しが るもの」

になる と思 う。

窓 識 カ ー ド

①左遮の穆品を見て.気偉いた二とを書いてみよう・

加 偽 竹mり ず 勤 ・q・旗圃 兼 醜 糟kお 。とtら醐 フ

1=1獄 毛印,・ 驚。色脚 認"・ 儒"ひ η 淵 一!!・肝 。

②友遼の修品を罠て.自分の設鮭・製作に舛する気持ちの窟化を書こう●

毫a簡 磯 瀞L亡 い ・。唾 維 島1=瀞 と強t・事b.

マい㌔ い豆碑f～、'{忌.鳥o

意 職 カ ー ド

①衷違の作晶壱見て、気付いた二とを審いてみよう.

購 の観 樽 スラ飛 費 るt碗{多 力・ユ。一り

な⑭ なで。マ1Tfアが 為、て 寸Ψ・・な戚 毘 いまし

、函 。作鰍.、 、分。。。.蝋 。す・気脚 燃 穐

葛 秘 、て7'リ ントの賊 嚇 スや一ヌセ釦 村 監嚇

帽 ・角 て憩..ぬ,

}醤 氏名

【意識 カー ドの記入例 】

自分の作品の参考になった。大 き さを変え ようと思 った。みん なのいい ところを取 り入
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れ ていい作品 に したい。設計 は変 えないけ ど、いい作品 をつ くる。 みんなに見 て もらい、

自分 の説 明の分か りに くい ところが理解できた。

イ 考察

オ リジナル作品を設計す るこ とで、工夫できる箇所が分か った生徒 が多 い。他 の作品 の

よさを認 めなが らも、 自分 の設計 を大切に して変更 しない生徒 も見 られた。 自分 の設 計 を

人に伝 えるためには、設計図 を丁寧にか くこ と、十分 に説明す ることが大切で あ る と気付

いた生徒が多 くいた。

(5)ま とめ

他の作品(設 計)を 観察す るこ とによ り、 自分 の作品 にない よさや工夫 した点 に気 付 いた生

徒が多 くいた。 自分 の作品 に修正 を加 えるとはっき りカー ドに記入 した生徒は少 ないが、設計

を観察 し合 うことで 自分の設計や作品 をよ りよいもの に しよ うとい う意欲 を高 める こ とがで き

た。 また、作品のよい ところ(ア イデ ィア)を 共有す ることが大切 であるとい う意識 を もつの

は難 しいが、参考 になった とい う意見が多 くおおむね 目的は達成 できた といえ る。

今 回の設計 の授業 を通 して、カー ドを用 いて、気付 く視 点や 工夫 の視点等 を生徒 に問 いか け

助言 を行 うことで、問題意識 をもって課題解決のために努 力す る姿が見 られ た。 そ の成果 が、

他の作品 を見 る意識や 自分 の作 品 をよ りよく しよ うとい う関心や意欲 につなが った と思 われ

る。技術の授業 の 目的を達成す るためにの 目標 に近づ くことがで きた と考える。

評価 に関 して は、カー ドに記入 された内容 につ いて評 価の観 点 と評価基準 を基 に行 う。 「関

心 ・意欲 ・態度」について も観 点を明 らか に し実施 した。授 業後半の各 自カー ドの内容 確認 、

修正、発表 は、今後の授業 の中で、教師が確認 し評価す る。一度 に全員 が評価 の対象 とな らな

いた め、評価 を継続 的かつ計画的 に行 う必要がある。
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7評 価 を生か した指導事例

「情報 とコンピュータ」マルチメデ ィアの活用

(1)題 材名 自分 の考 えを表現 しよう

【授業実践の様 子 】

(2)題 材設定の理 由

「情報 とコンピュー タ」 においては、 コンピュー タや情報 等 に関す る基礎 的な知識 と技 術 を

習得 させ る必要があ り、 目的を達成す るために様々 な情報 を組 み合 わせ、分か りやす く具 体的

に表現 した り、そのた めに コンピュー タによる処 理 を取 り入れ た りす る授業展開 を適切 に組 み

合わせ る必要がある。そのため、文字 ・画像 ・音声等の多様 なメデ ィアを操作 して、それ らを

複合 し、一元的に活用す るマル チメデ ィアの活用が重 要 とな る。 このことを通 して、生活 を営

む上で生 じる様 々な課題 に対 して、 自分な りの判断 を して課題 を解決す るこ とができる能 力 、

す なわち問題解決能力 を育 てるこ とが大切である。 そ こで、プ レゼ ンテーシ ョン作成 ソフ トウ

ェアを用いて 自らの課題 を解決す るため、表現す る題材 を設定 した。 その学習活動 の中で、生

徒 は今まで分か らな かった こ とに 「気付 き」、その解決 策 を 「考 え」、よ りよい解決 の方 法 を

「実行す る」よ う指 導の工夫 を行 った。

(3)診 断的評価

研究の構想 に基づき授業実践 を行 った。 まず 、対象 である生 徒が、 どの程度 の学習経験 ・生

活経験を持 ってい るかを知 る診断的評価 を行 うために、以 下の よ うな 「診断アンケー ト」 を行

った。特に、 「情報 とコンピュー タ」の内容では、パー ソナル コン ピュー タ(パ ソコン)を 全

く使用 したことがない場合 と、毎 日の よ うに使用 して いる場合 とでは授業実践の計画 も異 なる

か らである。

アンケー トの内容は、以下 の とお りである。まず、パ ソコンの使用経験が多 くあるのか 、数

回あるのか、全 くないのかを質問 した。 次に使用経験が ある場合 は、いつ頃か らか を学年別 に

問い、主に使用 した場所も質 問 した。それ によ り、使用経験 があっても友人宅や図書館等 で数

回使用 したのか、 自宅にあって頻繁 に使 用 したのか を明 らかに した。

さらに、経験者 の使用内容 をプ レゼ ンテー シ ョン、文書処理 、デー タベース処理、表計算処

理 、図形処理、インターネ ッ ト、Webペ ー ジ作成 、電子 メー ル交換 、プログラ ミング、計測

・制御 、ゲーム、その他か ら選択 させた。それ によ り、授業対象者 のパ ソコン使用経験の内容

が明 らかになった。次 に、パ ソコンを使用 して行 ってみ たい内容 を、前項 と同 じ項 目を挙 げて

調査 した。 これ は、パ ソコンの使 用経験 の有無にかかわ らず記 入 させ た。それ によ り、使用経

験 によらない興味 ・関心の傾 向が明 らかになった。次 にそのア ンケー トトの内容 を示す。
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螺岨
枝術 「情報とコ藷 胸 号

一一
膨 一

こ の ア ン ケ ー トは,こ れ か ら君 た ちが 取 り組 む こ とに な る 「情 鍛 と コ ン ピ ュ ー タ」 の 学

習 に つ い て,一 人 一 人 が ど の 樫 度 の 学 習 ・生 活 経 験 を 持 っ て い る か を知 る た め に 実 施 す る

もの です 。

そ の こ とに つ い て 以 下 の 質 問 の 数字 を0で 選 ぷ か,文 章 で 答 え て くだ さ い.

問1パ ー ソ ナ ルzン ビY一 タ(パ ソコ ン〕 を使 っ た こ とが あ りま す か 。

1,阿 回 も あ る2,数 回 あ る3,1度 も な い(問6へ)

陶2問1で1,2あ る と 答 え た 人 は,具 体 的 に い つ 頃 か ら 使 い ま し た か 。

L,'1・ 学 校1年2,'」 ・23,'」 、34,ノ トa5,'j・56,'卜6

7,中 学 校8,そ の 他(}

間3間iでi,2「 あ る1と 答 え た 人 は,具 体 的 に どの 程度 使 い ま す か 。

1,ほ とん ど 毎 日2,週 に 数 回 程 度3,月 に 数回 醗 度

間r周 且で1,2「 あ る 」 と答 え た 人 は,そ の 場所 は ど こ です か。

問5問 恥で1,z「 あ る」 と 答 え た 人 は.何 を し ま した か 。1複 数 圓 答 可)

1,文 書 処 理(日 本abワ ー ドプ ロセ ッ サ}Z,デ ー タベ ー ス処 理(住 所 管 理 ・図 書

辱 畢 箏)3,衷 計 算 処 理(表 ・y77作 成)41図 形 処 理5.イ ン タ ーネ ッ ト
(Webベ ー ジ 閥 覧 ・検 索)6,Webペ ー ジ作 成7,電 子 メー ル 交 換

8,プ レゼ ン テ ー シ ョン9.プ ロ グ ラ ミ ン グ10,計 測 ・制 御il,ゲ ー ム

i2、 そ の 他(}

問6コ ン ピ ュ ー タ を 使 って や って み た い こ とは 何 で す か 。 〔趨 数 回 答 可)

1.文 書 処 理{日 本 誘 ワ ー ドプ ロ セ ッサ)2,デ ー タ ベ ー ス 処 理(住 所 管 理 ・図 書

母 季 等}3.表 計 簿 処 理(表 ・之77作 成)4.図 形 処理5.イ ン ター ネ ク ト
(Webペ ー ジ 閲 覧 ・検 索)6,Webペ ー ジ 作 成7,電 子 メ ー ル 交 換

8,プ レゼ ン テ ー シ ョン9,プ ロ グラ ミン グ10.計 涌 ・制 御11,ゲ ー ム

12.そ の 他 〔)

問7プ レゼ ンテ ー シ ョン の 例 を み て 、 ど う思 い ま した か,

・実.日 日 ・愚 中愚

年 を 氏 昂

【診 断 ア ンケー ト】

【授業実践の様子】
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研 究員の在籍す る6校 での2年 生21学 級685人 の結果 は次の とお りであった。

枝衛r情 報とコンピュータ」診断アンケート結果

問1パ ー ソナル コンピュー タ(パ ソコン)を 使 ったことがあ りますか 。

1ロ 回2.回 る31もdい 計

2年50574%17526%51%685 問y使 用経験

問2い つ頃 か ら使い ました か 。

__1小11小21小31小41小51小61中 学1そ の他

22624681201851399711

問3ど の程 度使 います か。

u,,ほ とん ど矧2,週 に数 回程a3,月 に数 回 程 頻 計

2年ll185129Kl24713眺201132%1633

ix

問4場 所 はどこです か 。

__」 自宅1掌 校1友 人 宅1児 童 館 地 域 セン7ネットカフェ

殖]i330123911810iOlO

73X

ロ1.伺 回もある

■2,致 回ある

03.,度 もない

問5何 をしましたか。

2年30645×38

1,文 処理T一 タベー3,構 処 理4,図 形 処理 インターネッ脆,ペ ージ

6%13816%187113%1437164%14216%

國 ≒薪 舗581制12
8,プ レゼンP.プ ログラミン;110,計 測 ・制 御111,ゲ ーム112,そ の他1回 答 数

2%1511961504[74%11512%1685

問6や ってみたいことは何で

soo

500

4UD

虎

轡鐸薙轟
㍗

馨

「

ぶ
ン

r
へ

敏
㌦

毒

㌦

沈
審

鴨

薮

i,

619%26

理 ア ー ベー3,s

2 4×15418XI35

理4.図 形 処理,イ ン ー ネ ッ116,ペ ージ

5% 230134%1128119%

2

7,子 メーJ8レ ゼ ン,ロ ラ ミン'10,測 ・'Ji71.ゲ ー ム12,そ の 回 答

187127%172111%14316% n 2覧17125弓610響95685

問7感 慧
'やってみたい

・分かりやすい
・すごい

劔灘懲欝
・良いものを作りたい ・難しそう
・便利 ・大変そう

・こんなこともできるのか・できるか不安

・面 白そう

・楽 しみ

・できた らいい

【診断ア ンケー ト結果 】
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問1の パ ソ コ ンの使 用 経験 は 、授 業 実 践 を行 っ た第2学 年 で は 、 「1.何 回 もあ る 」 が74

%、 「2,数 回 あ る」が26%、 「3,1度 もない」が1%で あ った。 「1.何 回 もあ る」 と 「2.

数 回 あ る」 の 合 計 が99%で あ り、 今 まで にパ ソ コン を使 用 した経 験 の あ る生徒 が ほ とん どで

あ る こ とが 分 か った。

問2の パ ソ コ ン使 用 開 始 学 年 は 、小 学校 第5学 年 が185名 、小 学 校 第6学 年 が139名 、

小 学 校 第4学 年 が120名 、 中学 校 第1学 年 が97名 で あ り、 それ らが 全体 の8割 を 占 め、 中

学校 入 学 前 後 が 大部 分 で あ っ た とい え る。

問3の 使 用 頻 度 は 、 「1.ほ とん ど毎 日」 が29%、 「2.週 に数 回程 度 」 が39%、 「3.

月 に数 回 程度 」 が32%で あ った 。 これ に よ り、7割 近 くの 生徒 が 、週 に数 回 以 上 の頻 度 で使

用 して い る こ とが 分 か っ た。

問4の 場 所 は 、 「自宅 」 が330人 と最 も多 く、 次 が 「学校 」 の239人 で あ っ た。 これ に

よ り、8割 近 くの 生徒 の 自宅 にパ ソコ ンが あ り、使 用 してい る こ とが分 か った。

問5の パ ソ コ ン を使 用 して 行 っ た こ とは 、 「11.ゲ ー ム 」 が504人 、74%、 「5.イ

ン タ ー ネ ッ ト(Webペ ー ジ閲 覧 ・検 索)」 が437人 、64%と 多 く、 「8.プ レゼ ン テ ー

シ ョン」 は58人 、8%と 非 常 に少 ない こ とが 分 か っ た。

問6の パ ソコ ン を使 用 して 行 い た い こ とは 、 「5.イ ン ター ネ ッ ト(Webペ ー ジ閲 覧 ・検

索)」 が230人 、34%、 「7.電 子 メー ル 交 換」 が187人 、27%で あ っ た。 また 、 「8.

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン」 は72人 、11%で あ った が 、授 業 実 践 予 定校 に お いて示 範 して 見せ た

と ころ40%の 生 徒 が 「や って み た い 」 と答 え、行 っ た こ とは な いが 実 際 に見 てみ て 「や っ て

み た い」 とい う感 想 を持 っ た 生 徒 が増 加 した こ とが分 か った。

問7の プ レゼ ンテ ー シ ョンの 例 を見 て の感 想 で は 、「や って み た い」、「面 白そ う」、「楽 しみ 」

とい っ た期 待 や 、 「便 利 」、 「こん な こ と もで き るの か 」、 「分 か りや す い 」 とプ レゼ ンテ ー シ ョ

ン作 成 ソフ トウ ェ ア の便 利 さ を認識 した り、 「よい もの を作 りた い」 とい った これ か らの制 作

へ期 待 す る感 想 も あ っ た。 一 方 、 どの よ うにす れ ば制 作 で き る のか が 分 か らな い ので 、 「難 し

そ う」、 「大 変 そ う」、 「で き る か不 安 」 とい っ た心 配す る感想 も少 数 あ った。

すユくおも うを・ノび 糧 つ11=一い℃愈 たn

ん塚二「レが廃 る 」玖 吻 なくてか ソ ・しf=。

も・ヒす・いし'り を作4ψ め{・ が 臼 プ 多・

毎フ㌦ レ ヒ 霞 ㌦ ・ナ しち 、

【問7感 想 】'

以上 の 「診断 アンケー トJに よ り、パ ソコンの使用経験は多 くあるが、その内容 はゲー ム等

が多 く、パ ソコンを積極的に問題解決 の道具 として使 用す るものでは なかった。 そこで、そ の

結果 を踏 まえ、前述 した題材 を設定 し、 目標や指導計画 を立案 し、授業実践を行 った。
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(4) 授業実践展開の例

15単 位時 間の計画の うち、検証授 業を行 った4時 間 目の学習指導案を以下に示す。

[技 術]分 野 内容[B情 報とコンピュータ]学 習指導案

主 題[生 きる力を育む問題解決的な学習の充実と評価の工夫 ～気付き ・考え・実行する活動を通して～】

第[4]時/全[15】 単 位時間

指導内容[マルチメディアの活用 「自分の考えを表現しよう」2情 報の表 し方を検討しよう〕

1本 時 の 目標

・例題 を通 して,情 報を効 果的 に表 現す る方法 を考 え る。

2研 究主題との対応

・自分の考えを表現する課題を解決するにあたり,そ の情報を効果的に衷現する方法を考えるために示範された例
題 や,他 の人 の作 品の特 徴 を認め,長 所 に気 付 き,自 ら考え,プ レゼ ンテー シ ョンを作成 する ことがで きる。

3学 習環境の整備

・前時の 確認や 、本 時の 目標が 理解 しやす い よ うにプ レゼ ンテー シ ョン作 成 ソフ トウェア を活用 し、プ ロジェクタ
でス ク リー ンに投影 す る。
・例題 を示 範 した り,他 の人 の 作品 を転送す るた め,ネ ットワー ク対 応授 業支援 ソフ トウェアを準備す る。
・自分の 作品等 を保 存管理 す るため に,あ らか じめサ ーバ に個人 用 フォル ダ を準備 して お く。

4 眠時の展開

分 学習内容 学習活動 教師の指導 評価活動

・ ○前時の確認 0前 時の学習内容を思い出す。 O前 時の確認をする。
導 ・前時 まで に気 付 い た,情 報 を ・前時 の示 範 用 ス ライ ド

10 効果的に表現する方法を思い を見せ る。
出す。

入
O本 時の目標の ○本時の目標を確認するa ○本時の目標を説明する。 ・本 時の 目標 が分 か

確認 ・例 題 を通 して,情 報 を っ た か 。

効果的に表現する方法 (「確 認 シ ー ト」)

を考え る。 (関)

○例題のプレゼ O例 題 のプ レゼ ンテー シ ョン,「自 0発 表 の確認 ・補 助 を行 う。 ・作 品を評価 した り,
ンテー シ ョン 己紹介」のスライ ドの代表者数 ・修 正 が で きて い る か確 評価をもとに修正で
1枚 目の作成 名 の 作品 を見 る。 認するために,机 問指 きるか。

・他 の人 の作 品の特 徴 を認 め, 導 をす る。 (発言 ・行 動観 察)

長所 に気 付 く。 (技)

○新しいスライ ドの挿入の ・文宇 等 を入 力で きる

展 ○情報を効果的に表現する方法を 仕方を指導する。 か 。

考 え,修 正 す る。 Oふ さわしい項目に気付い (作品)(技)
てい るか確 認す るため に,
机問指導をする。 ・情報を効果的に表現

30 02枚 目の スラ ○ 新 しい スライ ドを挿 入 し,2枚 O文 宇以外の絵や写真等の する方法を考えられ
イドの作成 目の ス ライ ドを作成 す る。 多様なメディアの入れる たか。(作 品)〔 創)

・自己紹介 にふ さわ しい項 目に 方法を指導する。
気付 き,作 成す る。

開 ・文字以外の絵や写真等の多様 ○作品の制作に使用する棄
なメデ ィア を入れ るこ とによ 材の著作権について指導
り,情 報を効果的に表現でき す るe ・作品の制作に使用す

る ことに気付 く。 る素材の著作権にっ
・作品の制作に使用する素材の いて理解 したか。

著 作権 につ いて知 る。 (作品)(知)
・作品 を評価 したn.

○ 「自己紹介J ○となり同士で簡単にプレゼンテ 0プ レゼ ンテ ー シ ョンが で 評価をもとに修正し
の簡単なプレ 一 シ ョ ン を 行 う

。 きているか確認するため た りで き るか。

ゼ ンテー シ ョ ・他 の人 の作 品の特 徴 を認め, に,机 間 指導 をす る。 (行動観察作品)(技)
ン 長所 に 気付 く。 ・情報を効果的に表現

O情 報を効果的に表現する方法を する方法を考えられ
考 え,修 正す る。 たか。

(行 動 観 察 ・作 品)
(創)

ま
○学習のまとめ ○ コン ピュー タの終 了 をす る。

○ 「確認 シー ト」 に本 日の学習 の

○片付けの確認をする。
○記入を確認する。

・例題を通して,惰 報
を効果的に表現する

io ま とめ を記入す る。 方法を考えられた

と ○次の課題のプレゼンテー か 。

○次時の連絡 ○次時は次の課題のプレゼンテー ション作品の概要を図に示 (「確 認 シ ー ト1・ 作

め ション作品の概要を図に示して す 。 品)(創)

検討 す るこ とを知 る。

5評 価の観点と方法

・他 の人 の 作品 を見 て評価 した り,評 価 を もとに修 正で き,情 報 を効 果的 に表 現す る直 法 を考 え られ たか。
・「確認 シー ト」 の内容 を分析 し,例 題 を通 して,情 報 を効 果 的 に表現 す る方法 を考 え られ たか。

【学習指導案 】
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◎ 形成的評価 にっいて

形成的評価 は、授業過程の中で実施 され るもので、教師 の教 え方 と生徒 の学び方 を点検す る

ために活用 し、教材や授業方法を点検す るものであ る。 それ に よ り、生徒のつまず きが明 らか

になった場合 には、生徒への補充学習 と、教師の指導活動 ・指導計画の修正が必要にな る。

ここでの形成的評価 は、生徒がテ ス トと意識 しない よ う、 「確認 シー ト・今 日の学習 のま と

め」 とい う名称 とし、イ ラス トも入れ、楽 しく授業 を振 り返 る ことができるよ うに した。

内容 は、以 下 のよ うに した。 「今 日の 目標 」を 自ら記入す る ことに よ り、授業 の 目標 を明確

に させ た。 「くふ うしたかな」、 「できたか な」、 「わ かったか な」、 は、4段 階 に分 け、○ をつ

ける ことによ り評価 できるように した。 それ により、授業 の終了時の短時間で記入す るこ とが

可能 にな った。 「一言感想」の 「楽 しくで きたかな」 も同様 に し、更に、感想 を数行 で書 け る

欄 を設 けた。 ま た、 「先生へ」 とい う欄 も設 け、疑 問点や 質問 を書 いた り、授業 中声か けを行

えなかった りした生徒の声を聞 くよ う配慮 した。 次に確認 シー トの内容 を示す。

(5)ま とめ

本題材の内、第4時 問 目の検証授業の内容 を考察 した。

「くふ うしたか な」、 「できたか な」、 「わ かった かな」の

各項 目か らは、生徒へ の補 充学習や 教 師の指導 計画 の変

更の必要性 を迫 る数値 は得 られ なか った。

「自分で気付 いた ことは あった かな」 を見 ると、 「ス ラ

イ ドの背景 と文字 の色 ・書体 ・文字 飾 り ・大 き さ ・配 置

・動 き」等 で、情 報 を効果的 に表現 す る こ とに気 付 いた

り、「プ ロジェクタでスク リー ンに投影 した時の文宇等 の

見 え方」が 自分 のパ ソコンのデ ィスプ レイ画面 と異 なる

こ とに気付 いた りした。 また、 「ひ とこと感 想」や 「先生

へ」の項 目の中に、「他の人の作品 を見 る」ことに よって、

自分だ けでは気 が付か なか った ことに気 付いた り、 「自分

の考 えを表 現 できて楽 しい」、 「工夫 で きて楽 しい」 とい

う声があった。 更 に、 「音 を入れ たい」 「背景の付 け方」、

raxaド せ じあ コケ ゆ

　 魎
卿 鋤 ま醐 一

櫛 「一」'無'ごisr'

9日 の自 廊

くd』う し塵8馳な?

o上 くし急 宰 しにo,あ7あ し亀$ケ んzc幽

㍗電 たmu?

巨 … 鮭 ・ 鞭 。 ・・燗 ・ ・ … 」

わゆ,亀 ホな?

巨 一 ・… 一 。・鋤 ・…-1
ひとこと醒懸

発隻へ

1

鎗 能o氏a

「行単位 でのアニメー ションの実行 」等 、気付いた ことを実 【確認 シー ト】

行す るた めの質問が挙がっていた。 また、 「よい作 品にす るために時間が ほ しい」、 「次 に挑戦

したい」等 のさらなる学習へ の意欲 も表た。 教師が全 ての知識 を 「教 え込む」 のではな く、例

題 を通 して気付 いたこ とを考 えて実行 しなが ら課題 を解決 してい く実践の必要性 があ らた めて

確認で きた。

【確認 シー ト 生徒感想 】
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皿 研究のま とめ と今後 の課題

1研 究のま とめ

(1)技 術 とものづ くり

本研 究では生 きる力をは ぐくむための問題解決能力 の育成 を 目指 し、 自ら問題 に気付 くこと

に重点 をおいた授 業研究 を試みた。

作 品の構想 の段階 で、お 互いの作品 を発 表 し、観 察 し合 い、 「GOODカ ー ド」(自 分で は

思 いつ かないよいアイデ ア等があった ときに用 いる評価 カー ド)を 記入す るこ とで、蝶番 の使

用 、図の書き表 し方 、材料 の使い方な どに気付 く場面 が見 られ た。作品づ くりでは、材料や加

工方法等を工夫 し、使 う工具 も適切 な ものを選ぶ な ど創意工夫 して作業 をす るよ うにな った。

また、作業工程につい ても、時間の配 分を工夫 し、課題解決 の方策 を練 るな ど、 自 ら時間 を

調整 しなが らもよ り完成度の高い作品を作ろ うとす る姿が見 られた。 考 え、実行す る態度 につ

なが るもの と考 えられ る。

作業 を進 める中で、互 いの作品にっいて情報交換す ることで コ ミュニケーシ ョンが広 が り、

よ りよい作品 を作る意欲へ とつながっている と思われ る。

(2)情 報 とコン ピュー タ

「情報 とコンピュー タ」では、基礎的 内容 を1学 年で、発展 的な内容 を2学 年 で、情報 の発

信 を3学 年で学習す るよ う計画 し検証 を行 った。

その結果、2学 年での題材 「自分 の考 えを表現 しよ う」では、II-6「 事例2」 の(5)で

も述べたよ うに、生徒同士が作品を互いに確認 し合 う場 面で、多 くの生徒 が気付いた こ とを 自

分 の課題解決に生 かす こ とができた。 このこ とか ら、生徒 が 自ら課題 を設 定 し自由な発想 でプ

レゼ ンテー シ ョンを行 うこ とを取 り入れた題材は、本研 究 目的においておおむね適切で あった

とい うことがい える。 しか し現時点では形成的評価 としての判 断のため、題材 のま とめ として

総括的評価 を行 う必要が あ り、今後 の課題 となって いる。

また、評価 にっいては ワー クシー トや確認 カー ド等 の活用に よ り、観 点別 での評価 を客観的

かつ細か く行 うことができた。ポー ト・フォ リオ による継続 的な積 み重ねが必要 である。

2今 後の課題

本研究では1・2年 生を対象 に検証 を行 ったため、本研究の ポイ ン トであ る 「3年 間を見通

した計画」 とい う視点か らい えぱ、引き続 き検証 し、3年 間にお ける変容 を見届 け るこ とが今

後 の課題 となる。

また評価 については、題材 ・学年 あるいは3年 間 を通 して系統的 にファイル し評価 に生かす

ポー ト ・フォ リオ を用 いるな どして、継続的 に実践 を通 した検証 を行 う必要が ある。 その点 に

ついて も引き続 き検証を継続 してい くことが今後 の課題である。

一24一


